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学校の組織と運営を単純化する課題学校の組織と運営を単純化する課題学校の組織と運営を単純化する課題

一つの学校で100回の授業の事例研究を行

おうとすると、現在の学校の組織と運営を思
い切って単純化しなければならない。

今日の教師は専門家としての仕事以外の雑
務と会議に追われている。

子どもと教師の学びを中心に学校の組織と
運営は大胆に単純化される必要がある。

従来の授業参観の視点 １従来の授業参観の視点従来の授業参観の視点 １１

子どもの活動

教材・教具

教育目標

教師の話し方・態度

発問

従来の授業参観の視点 ２従来の授業参観の視点従来の授業参観の視点 ２２

評価・到達度

授業の展開

板書の仕方

学習環境

個への配慮

教材・教具教材・教具教材・教具

適切さ 子どもの実態に合っているか

使い方 提示の仕方などについて

工夫 思考させる、工夫させる

研究 教材観や教材分析の深さ

教師の話し方・態度 １教師の話し方・態度教師の話し方・態度 １１

声 大きさ・声量・発声・とおり・強弱・調子・明瞭度・抑揚

言葉づかい 話し方・スピード・間・言葉づかいの折り目

言葉かけ 問いかけ・声かけ・発言内容・指示・説明の仕

方・はげまし

態度 明るさ・臨機応変さ

動作 活動・明るさ・臨機応変さ働きかけ・身振り手振り

視線 目の向け方

位置 立つ位置

教師の話し方・態度 ２教師の話し方・態度教師の話し方・態度 ２２

服装 ふさわしい服装

表情 笑顔

かかわりかた 愛情やおもいやりのあるかかわり


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日本における移行支援の実際

筑波大学特別支援教育研究センター

神奈川県立 武山養護学校

• 作業学習を通して「働くこと」そのものの意欲を育て
ることを重視している。

• 作業学習班は各学年で固定しており、それぞれの
作業は1年間で完結する。1年生：木工、農業、はた
おり、2年生：紙すき、園芸、手芸、3年生：竹工、

ハーブ、コンクリート・陶芸がある。

• 武山養護主催の交流フェスティバル（12月）で販売

を行い、地域住民、特に地元の高校生などと交流を
している。

陶芸班 農作業班

手芸班 ハーブ班
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横浜市立 日野中央高等特別支援学校

• 授業の3分の1は作業学習を行っている。作

業を通して働くための力を育てている。特に
「挨拶・返事・報告・質問」といった基本的な姿
勢作りに力点を置いている。

• 作業内容としては、1年生：コンクリート、木工、
縫工、研磨、窯業、印刷、園芸。2，3年生：軽

作業、紙工、窯業がある。

木工作業班 農作業班

窯業A班 研磨作業班
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コンクリート作業班 紙工班

裁縫作業班 印刷作業班

軽作業班 NPO法人 ぽぴあ

・ 知的障害者の親たちが設立し、親の思いが
凝縮されている(トータル支援と生涯支援)。

・ ケア・グループホーム12カ所（定員57名）、
通所施設（定員68名）、就労・日常生活相談
支援、余暇活動支援、飲食店経営、通勤支
援など様々な支援活動を展開。

・ 通所施設は生活介護支援・生活訓練支援・
福祉作業を行う就労継続支援・就業訓練を行
う就労移行支援の4つの機能を持っている。
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NPO法人 ぽぴあ

◎ 知的障害者の地域生活支援

◎ 日常生活から就労まで全てを支援

・デイサービス、福祉作業、就労訓練

・グループホーム

・訪問介護支援

・相談支援

ぽぴあ 活動概要

就労支援施設 チャレンジ号 グループホーム（一戸建て型）

グループホーム（アパート型） 多目的型作業所 ふれあ
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授業研究の成果を高める授業研究の成果を高める
２つのツール２つのツール

筑波大学特別支援教育研究センター

城戸宏則

２つのツール２つのツール

 個別の指導計画個別の指導計画

（子どもの課題を共通理解する（子どもの課題を共通理解する

ためためののツール）ツール）

 アセスメントアセスメント

（共通する視点を持つためのツール）（共通する視点を持つためのツール）

日本での肢体不自由児日本での肢体不自由児

 肢体不自由児の約８０％が脳損傷によるもの肢体不自由児の約８０％が脳損傷によるもの

学習上、生活上の困難さの表れは多様学習上、生活上の困難さの表れは多様

肢体不自由児の困難さの表れは肢体不自由児の困難さの表れは
多様多様

 運動障害運動障害

 認知特性認知特性

 行動特性行動特性

 心理的特性心理的特性

 感覚的障害感覚的障害 等等

教員間でもバラバラな見方、指導になることが教員間でもバラバラな見方、指導になることが
ある。ある。

桐が丘特別支援学校の試み桐が丘特別支援学校の試み

さまざまな障害特性のうち認知特性に焦点を当てたさまざまな障害特性のうち認知特性に焦点を当てた
研究を行っている。研究を行っている。

認知特性のアセスメントは認知特性のアセスメントはWISCWISCⅢⅢを中心にしている。を中心にしている。

学年、学部、担当教科を超えた意見交換が可能にな学年、学部、担当教科を超えた意見交換が可能にな
り授業を進めて行く上での配慮・工夫がまとまった。り授業を進めて行く上での配慮・工夫がまとまった。

見えにくさに対する配慮・工夫見えにくさに対する配慮・工夫

（１）最初に見る基点を明らかにする（１）最初に見る基点を明らかにする

（２）追視するための基準，スケールを作る（２）追視するための基準，スケールを作る

（３）視線の移動を小さくする（３）視線の移動を小さくする

（４）視覚的情報は目的を絞ってシンプルなものに（４）視覚的情報は目的を絞ってシンプルなものに
するする

（５）視覚的情報を整理する（５）視覚的情報を整理する

（６）身体の正中線を意識する（６）身体の正中線を意識する

（７）提示は時間をかけて見せる（７）提示は時間をかけて見せる

14
へ
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聴覚的な捉えにくさに対する聴覚的な捉えにくさに対する
配慮・工夫配慮・工夫

（１）複数の情報処理が必要でない形で提示する。（１）複数の情報処理が必要でない形で提示する。

（２）１つのセンテンスに含まれる情報を少なくする。（２）１つのセンテンスに含まれる情報を少なくする。

（３）継次の段階を少なくする。（３）継次の段階を少なくする。

（４）整理の方法をあらかじめ示す。（４）整理の方法をあらかじめ示す。

（５）間違えたり、混乱した時に戻れる方策を作る。（５）間違えたり、混乱した時に戻れる方策を作る。

14
へ

多様な困難さを持つ子どもに対しての多様な困難さを持つ子どもに対しての

１つのスケールとしてアセスメントを１つのスケールとしてアセスメントを
持つことの授業研究での有効性持つことの授業研究での有効性

 授業を見る視点が統一され、授業での配慮・授業を見る視点が統一され、授業での配慮・
工夫を積み上げることができる。工夫を積み上げることができる。

 学年、学部、教科、地域を超えた情報交換が学年、学部、教科、地域を超えた情報交換が
できる。できる。

個別の指導計画の活用個別の指導計画の活用

 課題は多様だが、それぞれの授業で扱うこと課題は多様だが、それぞれの授業で扱うこと
ができる課題は１部ができる課題は１部

 課題の全体像を共通理解した上で、この授業課題の全体像を共通理解した上で、この授業
はこの課題を扱っている授業だということを明はこの課題を扱っている授業だということを明
白にする。白にする。

個別の指導計画の実際１個別の指導計画の実際１

＊複数の教員でその子供の気になるところを＊複数の教員でその子供の気になるところを

出し合うところから始まる。出し合うところから始まる。

＊こんなことができるようになるといいな、授業＊こんなことができるようになるといいな、授業
ではこんな配慮工夫が必要だなではこんな配慮工夫が必要だな、、を整理する。を整理する。

自己管
理で薬
を飲む

休息を
取りなが
ら安定し
た活動を
する

喘息の
発作が
ある

クラッチ歩
行の向上

自分に気
持ちを落
ち着いて
表現でき
るように
する

人が嫌
だと思う
ことを理
解して会
話する

自分の気持
ちを素直に
話すことが
認められる
ことを理解
する

表面的な理
解になりが
ちである

活動を言
語化して
確認しな
がら進め
る

視覚的な
情報は整
理して提
示する

見通しを
持って活動
に参加でき
る手段を身
につける

失敗や間
違った後に
解決する手
順を学ぶ

自分のわか
るペースで
自信を持っ
て活動する

座位、歩
行時の姿
勢の安定
をはかる

リラックスし
た身体の
使い方を身
につける

個別の指導計画の実際２個別の指導計画の実際２

 グループ化して表題を付ける。グループ化して表題を付ける。

 グループ相互に関連づける。グループ相互に関連づける。
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健康・体調の管理 姿勢・運動。身体の使い方

コミュニケーション 情報の捉えかた

心理的な安定 健康・体調の管理

姿勢・運動。身体の使い方

コミュニケーション
情報の捉えかた

心理的な安定

研究授業を成果を高めるためには研究授業を成果を高めるためには

 １つのスケール１つのスケール((アセスメントアセスメント))を共有する。を共有する。

 多様な困難さを構造化して、課題を共通理解多様な困難さを構造化して、課題を共通理解
するために個別の指導計画を活用する。するために個別の指導計画を活用する。

重度・重複児の評価重度・重複児の評価

 教員の感じている子供の成長が客観的教員の感じている子供の成長が客観的
な評価には表れないことがある。な評価には表れないことがある。

 発達段階等の評価では成長をとらえら発達段階等の評価では成長をとらえら
れないことがある。れないことがある。

眠そう
にする、
寝てし
まう

転倒に
備え保
護帽を
着用

小発作
が頻発
する日
もある

食事動
作（手の
動き）が
向上

「笑い声」
「好きな
曲」「触れ
られる」と
笑顔

「もう１回
やる？」
に「ウゥ
～」と応
答

不快等
を泣き
顔（下
唇）で
主張

頬に風
は○、
足先挟
まれる
は？

興味あ
るものに
ちらっと
視線を
向ける

聴いて
周囲の
状況を
把握

変化を好
む（じっと
している
のは苦
手）

思うよう
に動き
たい（規
制は苦
手）

快・不快で判
断、受け入
れられる場
面が限られ
る

膝立ち
で１，２
歩前へ、
行きたい
方向へ

SRCｳｫｰ
ｶｰでの
移動を楽
しむ

実態把握

眠そう
にする、
寝てし
まう

転倒に
備え保
護帽を
着用

小発作
が頻発
する日
もある

食事動
作（手
の動
き）が
向上

「笑い声」
「好きな
曲」「触れ
られる」と
笑顔

「もう１回
やる？」
に「ウゥ
～」と応
答

不快等
を泣き
顔（下
唇）で
主張

頬に風
は○、
足先挟
まれる
は？

興味あ
るものに
ちらっと
視線を
向ける

聴いて
周囲の
状況を
把握

変化を好
む（じっと
している
のは苦
手）

思うよう
に動き
たい（規
制は苦
手）

快・不快で
判断、受け
入れられる
場面が限ら
れる

膝立ち
で１，２
歩前へ、
行きたい
方向へ

SRCｳｫｰ
ｶｰでの
移動を
楽しむ
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眠そう
にする、
寝てし
まう

転倒に
備え保
護帽を
着用

小発作
が頻発
する日
もある

食事動
作（手
の動
き）が
向上

頬に風
は○、
足先挟
まれる
は？

興味あ
るものに
ちらっと
視線を
向ける

聴いて
周囲の
状況を
把握

変化を好
む（じっと
している
のは苦
手）

思うよう
に動き
たい（規
制は苦
手）

快・不快で
判断、受け
入れられる
場面が限ら
れる

膝立ち
で１、２
歩前へ、
行きたい
方向へ

SRCｳｫｰ
ｶｰでの
移動を楽
しむ

「笑い声」
「好きな
曲」「触れ
られる」
で笑顔

「もう１回
やる？」
に「ウゥ
～」と応
答

不快等
を泣き
顔（下
唇）で
主張

健康の保持 身体の動き

コミュニケーション
環境の把握

心理的な安定

健康の保持

コミュニケーション

心理的な安定

環境の把握

身体の動き

（人との関わりを楽しむ
中で）相手に気持ちを
伝える表現手段を身に
つける。

周囲の友だちや大人と心
地よく過ごせる場面を増
やす。

ボディイメージを高め、
身体をコントロールする
力を向上させる。

いろいろな感覚刺激を
経験し、感覚機能を高
める。

（メリハリある活動を
通して、）学校での
生活リズムを整える。

健康の保持

（メリハリある活動を通して）学校で
の生活リズムを整える。

【基礎課題】

・疲れた時、発作の後などは休息をとり、しっ

かり活動できるようにする。

・トイレでの排泄習慣を身につける。

・よく食べ、しっかりと水分をとって、丈夫な体

をつくる。

身体の動き

ボディイメージを高め、身体をコントロール
する力を向上させる。

【基礎課題】

・手が使える場面を増やす。

食事場面での手の動きの向上

触る、握る、開く、手を伸ばす。

・行きたい方向に行けるようになる。

コミュニケーション

（人との関わりを楽しむ中で）相手に気持
ちを伝える表現手段を身につける。

【基礎課題】

・楽しい時、気持ちよい時にたくさん声を出す。

・問いかけに「あ」などの声で応える。

・人に近づいて遊びを要求する。

食事評価表食事評価表
評価日 　　 年　　　 月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　介助されながら一連の動作（すくう⇒口に運ぶ⇒引きぬく）をおこなう。　　　　　　

 好き嫌い 介助方法 備考
(○△×) 全 自力

主食

副食

デザート

飲み物

○で囲む

食事に対する意識 （テーブルをつけた時・食事が始まると）　（バタバタした動きを止める・止まらない）

（スプーン、食物、相手）を（見る、手を動かす、手を開く、手を伸ばす、手元を見る）

1 1回　/ ２，３回/ 数回/ それ以上

　　　(持たせる） （手をひく) （腕が動く）（手が開く）（スプーンを触る）

見ない /

2 1回　/ ２，３回/ 数回/ それ以上

（なんとなく手が動く）（すくう動きがある）

見ない /

3 1回　/ ２，３回/ 数回/ それ以上

（なんとなく手が動く）（口元へスプーンを動かす）

見ない /

4 1回　/ ２，３回/ 数回/ それ以上

（なんとなく手が動く）（抜く方向へ動きがある）

見ない /

視線

視線

視線

チラッと見る　　　　

口へ運ぶ

引き抜く

強く抵抗　/　　　　動きに応じる　　　　　　/　方向を合わせる動きあり

強く抵抗　/　　　　　　　　　動きに応じる　　　　　　/　方向を合わせる動きあり

/　　よく見る

メニュー

行動の評価

（引っ込めないが）

チラッと見る　　　　

拒否　　　　/　　握らない　　　　/　　　　　　　軽く握る　　　　　　/　　握る

強く抵抗　/　　　　動きに応じる　　　　　　/　方向を合わせる動きあり

チラッと見る　　　　 /　　よく見る

チラッと見る　　　　

/　　よく見る

評価者（介助者）

Aくん　食事評価表ve r.2

目標　　    修正-　　口へ運ぶ過程で、自発的な動きを行う。

食物をすくう

スプーンを持つ

視線 /　　よく見る

過程 頻度

摂取量
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３年間の変化３年間の変化 ３年間の変化３年間の変化

重度・重複児の評価にあたって重度・重複児の評価にあたって

①目標に対して評価の段階を①目標に対して評価の段階を55段階から段階から
66段階のスモールステップにする。段階のスモールステップにする。

②目標に対して、望ましい動き、望ましい反
応を上げ、出現した場面の数で評価する。

③望ましい動き、望ましい反応を上げ、出現
した頻度で評価する。

カードの出し方カードの出し方

 一人がカードを読み上げ、紙の上に置いてい一人がカードを読み上げ、紙の上に置いてい
く。く。

 他の人で類似した内容のカードがあれば、他の人で類似した内容のカードがあれば、

読み上げて、そばに置いていく。読み上げて、そばに置いていく。

カードはすべて紙の上に置き、カードの島を作カードはすべて紙の上に置き、カードの島を作
る。る。
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まとめ方まとめ方

 カードの島に表題をつける。カードの島に表題をつける。

・どのカードも生かすようにする。・どのカードも生かすようにする。

 すべての表題を関係付けながらそれぞれのすべての表題を関係付けながらそれぞれの
参加者が提供する話題の骨組を作る。参加者が提供する話題の骨組を作る。

通常学級支援の実態と課題通常学級支援の実態と課題

通常学級における肢体不自由の支援通常学級における肢体不自由の支援
の課題の課題

 効果的、継続的な支援の難しさ効果的、継続的な支援の難しさ
・特別支援学校教員と通常学級教員との間に困難さの気づき・特別支援学校教員と通常学級教員との間に困難さの気づき
の違いがある。の違いがある。

・教員間にも困難さの気づきの違いがある。・教員間にも困難さの気づきの違いがある。

 異なる専門家の間での共通理解の難しさ異なる専門家の間での共通理解の難しさ
・肢体不自由児には乳幼児期よりさまざまな専門家が関わっ・肢体不自由児には乳幼児期よりさまざまな専門家が関わっ
ている。ている。

・それぞれの専門家のより評価の観点が異なっている。・それぞれの専門家のより評価の観点が異なっている。

障害別の相談・支援ケース分布
知的レベル

ＡＤＨＤ

ＬＤ
視
覚

聴
覚肢

体

病
弱

（ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ）

自閉症

（高機能自閉症）

知的障害
その他

注）便宜上の図です

ケースの所属ケースの所属

養護学校
（小学部）

17%

卒業後
4%

高等学校
2%

中学校
（通常）

6%
小学校
（身障）

7%

養護学校
（中学部）

11%

就学前
33%

小学校
（通常）

20%

（２００６年２月現在）

保護者
51%

学校
34%

医療機関
8%

本人
4%

教委
1%

学童
2%

相談・支援依頼相談・支援依頼

２００６年２月現在
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心理面

肢体不自由からおこる学校生活上の「おそさ」

動作面

動き出し
取りかかり

余裕のなさ やりたいの
にやれない

自信が
持てない

活動自体
の遅さ

不器用さ

がんばっても達成感が得られにくい
いつも時間に追われてしまう

心理的な動揺
が動作面の遅
さを助長

相談の背景には･･･相談の背景には･･･

肢体不自由児の持つ困難さ肢体不自由児の持つ困難さ

学級担任

教育委員会

教育相談諸機関
医師

理学療法士
作業療法士

福祉相談

保護者心理
言語

介助員
学習補助員

それぞれの専門機関
でさまざまな工夫配慮
はなされている

しかし、多くのケース
で「悩み」が解決され
ないままでいる

＜現状＞

関係諸機関では情報の共通理解されにくく、
保護者に情報が集約されている

小学校教育委員会

医療機関 桐が丘

理学療法
作業療法

地元特別支援学校Ｘ君

保護者

医師

福祉相談
情報を共有することで
自然に整理されていく
「目標」や「工夫配慮」

桐が丘で試みたこと（共通理解のネットワーク作り）

心理 言語

アセスメントの共有のためにアセスメントの共有のために

 桐が丘の試み桐が丘の試み

アセスメント場面を限定する。アセスメント場面を限定する。

アセスメント項目を共通にする。アセスメント項目を共通にする。

１つの評価表にまとめる１つの評価表にまとめる。。

「情報共有レポート」の項目作成「情報共有レポート」の項目作成

 学校の生活場面学校の生活場面

 通常学級教員が必要とする項目通常学級教員が必要とする項目

 専門性を問わず情報が出せる項目専門性を問わず情報が出せる項目

 すべての情報が併記される。すべての情報が併記される。

なぜ？

小中学校・学級担任

支援
活動

特別支援学校
教員

肢体不自由児の支援活動を難しくしている肢体不自由児の支援活動を難しくしている
要因要因

通常学級では、支援の必要性が感じられない

学校に入りにくい 効果的な支援
が継続しにくい

困難さへの気づきに差異がある

支援の課題を共有することが難しく
提案する支援の内容にズレが生じやすい
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平成平成1818年のアンケート調査の結果年のアンケート調査の結果

アンケート調査
（肢体不自由児の困難さへの気づき）

通常学級教員 特別支援学校
教員

比較

二者間には、明らかな
気づきの差異が見られた

結結 果（児童生徒の様子より）果（児童生徒の様子より）

37%

3%

23%

16%

40%

81%

はい どちらとも言えない いいえ

Ｑ：いつもあせっている

Ｋ群 Ｒ群

結結 果（国語の学習）果（国語の学習）

59%

26%

5%
16%

36%

58%

はい どちらとも言えない いいえ

Ｑ：漢字の書き取りでは、縦画や横画を省略することがよくある

Ｋ群 Ｒ群

結結 果（児童生徒の様子より）果（児童生徒の様子より）

37%

3%

23%

16%

40%

81%

はい どちらとも言えない いいえ

Ｋ群 Ｒ群

結結 果（算数の学習）果（算数の学習）

59%

35%

27%

26%

14%

39%

はい どちらとも言えない いいえ

Ｑ：表やグラフを使った問題は、不得意である

Ｋ群 Ｒ群

チェックリスト項目の作成
◆内容・表現

肢体不自由児の困難さが特徴的に表れる場面を
想定し、具体的な活動場面に置きかえた文章表現

・文献上に記載されている脳損傷タイプの学習上の困難さの記述

・桐が丘特別支援学校教員に対するアンケートから得られた、特

別支援学校で見られる生活上、学習上に表れる困難な場面に関

する記述

・通常学級支援の際に観察された肢体不自由児の生活上、学習

上に現れる困難な場面の記述

・養護学校学習指導要領「自立活動」の項目

・CBCL(Child Behavior checklist)検査項目 学校・担任との協議に
よって支援を具体化
・授業参観

・チェックリストの活用

支援の計画の作成支援の計画の作成

情報共有レポートの作成情報共有レポートの作成
（肢体不自由のアセスメント）

実施実施

桐が丘の支援におけるチェックリストの活用

肢体不自由の
困難さの理解

関係機関との連携情報収集と整理現状の共有

・チェックリストの活用
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コミュニケーションエイド利用のコミュニケーションエイド利用の
基本的な考え方基本的な考え方

 コミュニケーション手段として必ずしも「会話」や「筆コミュニケーション手段として必ずしも「会話」や「筆
記」にこだわる必要はない。記」にこだわる必要はない。

＊日本の場合は併用されることが多い。＊日本の場合は併用されることが多い。

 「自分の意志を伝える」「相手の言いたいことが分か「自分の意志を伝える」「相手の言いたいことが分か
る」手段を保障する。る」手段を保障する。

＊聴覚的な情報処理が苦手な子供にはシンボル＊聴覚的な情報処理が苦手な子供にはシンボル

の利用がされることが多い。の利用がされることが多い。

入力について入力について

 文字を利用するもの文字を利用するもの

 シンボルを利用するものシンボルを利用するもの

具体具体 抽象抽象

＊実用性の高いものから利用する。＊実用性の高いものから利用する。

＊場面によって使い分けることがある。＊場面によって使い分けることがある。

出力出力

 文字文字

 音声音声

 シンボルシンボル

＊意思を伝えるためには複数の組み合わせは有効＊意思を伝えるためには複数の組み合わせは有効

＊苦手な情報処理が含まれると混乱してしまうことが＊苦手な情報処理が含まれると混乱してしまうことが
ある。ある。

コミュニケーションエイドの実際コミュニケーションエイドの実際

 シンボル作成ソフトシンボル作成ソフト

 音声記憶・再生音声記憶・再生

 文字入力文字入力 音声再生音声再生

 シンボル入力シンボル入力 音声再生音声再生
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